












































ABILITY TO BECOME THE BASE WHICH IS NECESSARY
FOR A INSTRUCTORS IN ON-THE-JOB TRAINING OF NURSES
下 元 理 恵 (Rie Shimomoto) 山 田 覚 (Satoru Yamada)
 
on-the-job training (以下OJTとする) は能力開発の方策として中核を位置し､ いつでも効果的に指導を行なうこと
ができる指導者の存在が必要であると考える｡ そこでOJTにおいて､ 指導者に必要な基盤となる能力にはどのような能力
があるのかを明らかにすることを目的に本研究を行なった｡ 本研究では指導者の基盤となる能力を ｢看護実践能力｣ と
｢心理的理解能力｣ とし､ この２つを構成している指導者の能力を､ 文献検討および面接調査に基づき作成した質問紙を
用いた量的研究を行なった｡ 最尤法を用いて因子分析 (バリマックス回転) を行なった結果､ Cronback'は0.930､ 累
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高知女子大学看護学部












































































て､ 技術的熟練度､ Intelligence Quotient (以










第１因子 ｢自己認識｣､ 第２因子 ｢自己規制｣､
第３因子 ｢動機づけ｣､ 第４因子 ｢共感｣､ 第５












られる｡ 三木８)は､ メンタリングは ｢スポンサー
シップ｣ ｢推薦と可視性｣ ｢コーチング｣ ｢保護｣
｢やりがいのある仕事の割り当て｣ の５つの具
体的行動によって構成されている ｢キャリア的






はEQの ｢自己認識｣ に､ ｢受容と確認｣ ｢カウン




５因子である ｢自己認識｣､ ｢自己規制｣､ ｢動機


















れていると考えた｡ ｢看護実践能力｣ は ｢専門
的・倫理的・法的実践｣､ ｢看護の提供とケアマ
ネジメント｣､ ｢専門能力の開発｣､ ｢看護観｣ の
大きくわけて４つの能力から構成されている｡
また ｢心理的理解能力｣ は､ ｢自己認識｣､ ｢自
己規制｣､ ｢動機づけ｣､ ｢共感｣ とそれら４つか
ら結果的に生じる ｢社会的技術｣､ ｢キャリア的
機能｣ の大きくわけて６つの能力から構成され
ている｡ そして､ ｢看護実践能力｣ と ｢心理的
理解能力｣ の２つに共通して存在するものとし


























































































































































































自覚] [状況の判断] [知識に基づいた判断] の





























































































































観】の [看護観をもった実践] とともに､ 中位
項目 『自己認識』 『自己規制』 『動機づけ』 『社
会的技術』 が第１因子として抽出された｡ この
ことから､ [協会や学会等の情報に目を通す]






と [看護観をもった実践] は､ ともに指導者自
身が努力し続ける気持ちの影響を受けていると
いえると思われる｡ 一方､ [継続学習] は第４
因子として ｢看護実践能力｣ の【看護の提供と






















対して中位項目 『自己認識』 『自己規制』 『動機
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